
  

子どもたちが「椅子取りゲームやりたい！」と言い、準備

を始めたので見守っていると… 

 「丸くしたいんだけど」「椅子足りないんじゃない？」「か

なりやさんの椅子借りよう！」「いいね～」などと、言いなが

ら大きな円が完成！人数に対して倍くらいの椅子。何回やっ

ても誰も負けない状況。縦１列。…突っ込みどころ満載でし

たが、子どもたちは自分で考えながら準備したことを喜んで

いて、楽しそうに遊ぶ姿に、成長を感じた場面でした。 

  

 椅子が多かったことを踏まえて、「今日は１０人だから…」と人数と椅子の数を合わせ

ようとする姿が見られました。今まで椅子取りゲームでは、あまり揉め事も無く、和や

かな雰囲気の中で遊んでいた子どもたちでしたが、“勝ちたい”“悔しい”の気持ちが強

くなってきて、負けると涙を流す子が増えてきました。円の外では「がんばれ～」「勝て

るよ！」「椅子よく見て！」と部活さながらの応援。負けた子どもたちも悔しい気持ちに

折り合いをつけ、友だちを応援する気持ちが芽生えているのだと嬉しくなりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 寒さも少しずつ厳しくなり、冬の訪れを感じる頃となりました。早いもので今年もあと

1ヶ月。笑顔で年越しができるよう、ケガや病気に気をつけて過ごしたいです。 

協同性・言葉による伝え合い 

令 和 ７ 年 １ ２ 月 １ 日 

認定こども園 第二ふたば園 

は と ぐ み 

椅子取りゲーム

やろう！ 

先生の椅子も借りる？ 

がんばれ～！！ 

椅子多いんじゃない？ 

１，２，３，４・・・ 
これでいい！ 

勝ちたい！ 

きれいに並べられ

ないなぁ 

保育者 

「丸くしなくていいの？」 

道徳性・規範意識の芽生え 


